
清酒権詰及び壕譜の熟俸蓮の速さに裁て  

林  

On the Heat Penetfation Ratein Canned Refined・  

＝Sake＝組dBottkd Refined＝Sake＝  

KiyosbiHayashi  

Comparativeexper；ment＄Ontherateof heat penetrationin9anned refined＄ake and bot  

iake－were made．  

In，the caseofthecan when heatedinthebathof6つO C．and65O C．mtlCh differencec＜  

hardlybediscernedbetweentheheatpenetrationratetothecentralpoint and thattothep  

∴‡皇incbabovethe bottom・   

Ther％tein the ca＄e Of bottle underthesame conditions was found to be2to、2．5time  

slow．as thatin the case of the can．  

Nddifferenceofheatpenetration ratecouldbe seen between th占cases wherethe can 

turnedrouniat therate，Of25 rotation p三rminuteatldwhereitwasleftstandstill．But   

itwasrOtated55perminute，therateof heattransferbecame about2 times as speedy as 

▲inthe case ofits＄tand＄till．Underthe＄ame COndition，WheTltheheatpenetration rateinth．  

drhich hadbeenturnedrollnd55per min11teWaS COmparedwith that dfthe bottlein the  

of盲tand＄ti11，theLormer、WaS Calctllated at3．5to4times thelatter．AccordinglYit mightbe  、
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sb甲blydeducedthatwhenrefined”sakeけふa＄PaCkedintheti■n，eSpeCia11y．・Wh印itwasrq  

past占urizationtime＄houldbeconsiderablyshortened，   

清酒は貯蔵中往々殺常不足の為火落首（BacillpsSaprogenes Sakら）の繁殖による変改を  

ことがある、食近清酒は填諸と共に略語も製造される様になったが、容掛こ依って熱伝達q  

＼ 種々差異の生ずるであろうことは衆知のことであるが、清酒の垣詰と耀語とで具体的に如伺  
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虔に相違するものであるか、或は叉陣を準転させた際に如何に影響するものであるか！等卑  

lこ本実験を行い、併せて、火落菌の死滅温度（550－560Cで15分間、或は550”600C・さ  

とも云はれている最強耐熱力を有する菌株の加熱致死時間測定の要あり）に開聯して清  

Pastellri各色tionの程度決定上の基礎資料を得るのを目的としたものである。  

実験方法  

領科は市販の一級酒を用いた。試験填蕎（径63mm）椎轟（径6紬m）共に36兄e・容皇く  

のものに就て最も熱伝達の遅い容器底よ＝島吋上方の中心部男、を測定点とし加熱温度は81  
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C及び650Cで廻転す  
組  
OC及びb⊃‾しで越転する方港の≡区分に裁て行った0測定に使用した温度計叩転法を除き妬掴 

票   

Å∴ 

実験1加熱温度650Cの場合  

B 睦 詰  底部（％吋）   

測鴇兵ほ次表。机  
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測定結果は次表の如し  

∫■．   

、
一
 
 
 

投
 

、
 

∴
㌧
∵
け
二
r
 
 

．
仁
ご
ナ
∴
′
 
 
 
 
一
J
．
㌻
J
ト
、
∵
 
 
r
J
ト
 
リ
写
∵
〆
ギ
 
 
 



8
 
 
q
y
 
O
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
l
 
 

2
 
 
4
 
 
6
 
 

5
9
 
 

4
 
8
 
2
 
4
 
5
 
7
 
7
 
7
 
鶉
 
5
8
 
甜
 
封
 
野
 
田
 
閲
 
算
 
 

7
 
5
 
9
 
1
 
0
 
7
 
3
一
一
8
 
 

5
0
 
毀
 
お
 
5
5
 
弱
 
弱
 
訂
 
訂
 
 

1
1
 
遁
 
遁
 
1
4
 
遁
 
び
 
打
 
 

7
 
 
7
 
 
8
 
 

甜
 
m
Ⅳ
 
封
 
 一

ト
∵
一
丁
十
卜
一
㌧
．
声
 
 

矩
 
・
・
・
、
・
㍗
 
‥
J
ノ
 
 

8
 
8
 
8
 
8
 
．
8
 
9
 
甜
 
 

効
∵
田
 
渕
二
瀞
 
乳
 
 

2
 
5
 
＄
 
0
 
2
 
∧
さ
 
5
 
 

馳
 
仙
神
 
職
困
 
却
・
翰
 
m
即
 
効
 
 

一 
、 

判 

飽  

お
 
出
二
詔
 
鮎
二
那
 
加
二
訝
 
別
 
 

6
 
6
 
7
・
7
 
8
 
8
 
9
 
野
 
分
 
仙
肘
 
掛
 
 

馳
仰
 
臥
 
乳
 
 

■
一
一
－
 
 

失政3加熱乳鄭5。Cにて容器を喝慨世し場合  

類  回転数 （1分間）  湘I・定 部   
晶  汲  550－¢00Cに達する・ 迄に要した時間（分）  許諾嘉る蓮に∴  
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測定結果は次表の  

第≡表  
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●加熱紬00c  
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巨1．2．3・の各国表より夫々そのfh価を求むれば次の如くである。  
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廻範治 加熱温度850c o‥－－25延転（I令静）  
A‥・5S  〃  
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絵括  

二以上の実験から緒果を踪合して見れば、加熱温度60。C及甲65。Cに放て、陣誇の場合、中心部 ◆・ 員こ －．．  
竿底部（施吋）も黙伝達の速射こ大差はない。之を噂話と此改した場合は2－2．5借の速さとなるJ  
箪廻転法の場合盈見るとが廻転（1分間）では静置の場合と差はなく、5確執こなると静直の場合  
摘の速さとなカ、之を噂話の静置の場合と比較すると3・5－4借の速さとなるヽ故に清酒を臥′  
した場合その殺菌時間も相当短縮し得るものと息える。  
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